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HACHI100プロジェクトについて

小・中学校社会科副読本作成事業
無形民俗文化財・郷土芸能活動調査支援事業
地域づくり協働推進支援事業（愛称：地域応援プラン）
天然記念物（秋田犬）保存及び育成支援事業
伝統的工芸品（大館曲げわっぱ）活動支援事業

文化財の保存・活用と今後の方針・計画など

歴史案内人育成事業

文化財の修理事業、文化財の周辺環境整備事業、防災に関する取り組みなど

文化財の普及・啓発に関する取り組み、埋蔵文化財の取り扱いに関する取り組みなど

歴まち推進へ連携 大館で会議 東北の認定都市一堂に

大館神明社保存補修事業
歴史的町なみ調査事業
大館城下の町名標柱整備事業

主要地方道大館停車場線電線共同溝整備事業
道路美装化整備事業
大館城跡周辺の土居・緑地保全事業
大館八幡神社（重要文化財）保存補修事業

趣のある風景・建造物ガイドブック作成事業

一般国道７号（豊町・長倉・桂城・有浦地区）電線共同溝整備事業

主要地方道大館十和田湖線（御成町南地区）電線共同溝整備事業

令和５年度進捗評価シート

（最終変更　令和６年１月２４日）
大館市歴史的風致維持向上計画（平成２９年３月１７日認定）

計画実施のための組織体制

重点区域における良好な景観を形成する施策

桂城公園（大館城本丸跡）修景整備事業



進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 令和５年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

項目

　市全体におけるまちづくりの推進にあたり、文化財保護、歴史研究会及びまちづくり協
議会など各地域の関連団体と引き続き意見交換を重ねていく必要がある。

状況を示す写真や資料等

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）進捗状況

評価軸①-1
組織体制

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

定性的・定量的評価（自由記述）  

　大館市歴史的風致維持向上計画の進行管理にあたり、大館市歴史的風致維持向上協議会を開催した。
令和５年度の取り組み状況、景観計画の策定、共同研究の成果などについての報告・協議を行った。
又、今年度は大館市にて東北歴史まちづくり推進会議を開催した。

　本計画の推進体制は、建設部まちづくり課が事務局を務め、庁内の経営会議や、関係課で構成する検討会
等と連絡調整を行う。また国や県と協議を行い、助言や支援を得るとともに、大館市歴史的風致維持向上協議
会において、計画の推進や計画変更、事業の推進について協議を行う。必要に応じて、文化財所有者や関係
団体と協議や調整を図り、都市計画審議会や文化財保護審議会等への報告や助言を得ていく。

計画実施のための組織体制

歴史的風致維持向上協議会
（令和６年３月２２日）

○協議会等の開催状況

○計画の推進体制

相談
支援

庁内体制

協議

作業部会
総務部･産業部･教育委員会･
建設部の関係係長、担当者

事務局
建設部 まちづくり課

国
文部科学省
農林水産省
国土交通省

秋 田 県
秋田県教育
委員会

協議
調整

協議

調整
指導

報告

助言

大 館 市 歴 史 的
風 致 維 持 向 上
協 議 会

文 化 財 所 有 者
関 係 団 体

都 市 計 画 審 議 会
文化財保護審議会
関 係 委 員 会

経営会議
市長・副市長・教育長

検討会
総務部･産業部･教育委員会･
建設部の部長、関係課長

歴史まちづくり2023シビックプライドフォーラム

（令和５年１１月４日）

大館市－1



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和５年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸②-1
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

重点区域における良好な景観を形成する施策
（１）都市計画法との連携
（２）景観法との連携
（３）屋外広告物法との連携

　本計画の重点区域内で行う事業と連携しながら、構想を実現化するために、本市固有の自然や歴史、文化な
どの豊かな地域資源を活用し、市民協働で愛着が湧き、誇りを持てるまち育てを推進する。近年の市中心部の
空洞化や、少子高齢化による市街地を取り巻く環境の変化を踏まえ、平成19年に策定したマスタープランにお
けるまちづくりの課題や方針について見直しを図る。

定性的・定量的評価（自由記述）

　地域の特色を活かした良好な景観の保全と創出を目指し、令和５年１２月１５日に景観まちづくり推進協議会を設立、令
和６年３月２１日には第２回推進協議会を行った。

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　策定にあたり、地域住民と一緒に景観づくりに取り組み、景観に対する意識を高め誇
りと愛着が持てるまちづくりを目指す。

状況を示す写真や資料等

○良好な景観を形成する施策の策定

自然景観地域

田代景観地域 比内景観地域

第２回大館市景観まちづくり推進協議会

（令和６年３月２１日）
第１回大館市景観まちづくり推進協議会

（令和５年１２月１５日）

大館市－2



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和５年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

桂城公園（大館城本丸跡）修景整備事業

平成２３年度～令和８年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）
市単独事業

　大館城本丸跡は、堀と土塁の一部が往時の面影を残している。
　令和２年度に完成予定の新庁舎との調和や景観の一体化を図り、城址公園にふさわしい景観形成を目指
す。堀や土塁の修景整備を行うとともに、更なる賑わいの拠点となる公園の整備を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）

　大館城本丸跡の修景整備を進めるにあたり、“歴史と未来が交差する水と緑の城址公園”の整備方針に基づき、修景整
備実施設計に係る現況測量、公園内にある既存施設の解体に係る調査及び実施設計を完了した。

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　基本計画に基づき城址公園にふさわしい景観形成を目指すにあたり、市民や関係団
体等と意見交換を積み重ね熟度を高める。

状況を示す写真や資料等

○令和６年度実施（予定）

整備方針：歴史と未来が交差する水と緑の城址公園

○基本計画

整備前（現在）

大館城大手門周辺（堀・土塁）修景整備

整備後（鳥瞰図）

大館市－3



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和５年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

評価軸③-2
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

一般国道７号（豊町・長倉・桂城・有浦地区）電線共同溝整備事業

平成２７年度～

道路関係／国直轄／電線共同溝事業

　一般国道７号は、城下町を通過するとともに、大館神明社例祭時には、御神輿巡行や山車運行の順路となっ
ていることから、町なみの良好な景観や快適な歩行空間を確保するため、無電柱化の整備を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）

　平成29年度～令和4年度
　令和5年度
　令和6年度以降

上り線1,205m、下り線806m電線共同溝本体工事（管路）完了
上り線250m、下り線200m電線共同溝本体工事（管路）完了
電線共同溝本体工事（管路・歩道）を推進

無電柱化整備箇所（位置図）

豊町地区電線共同溝本体工事【上り線】
（完了後）

豊町地区電線共同溝本体工事【下り線】
（完了後）

大館市－4



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和５年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

上り線555.3m、下り線554.3m電線共同溝本体工事（管路）全線完了
下り線574.3m歩道融雪設備工事完了
上り線566.7m歩道融雪設備工事完了
電柱の抜柱

　主要地方道大館十和田湖線は、大館神明社例祭時には山車合同運行の順路となり、また伝統行事の会場と
なっていることから、町なみの良好な景観や快適な歩行空間を確保するため、歩道の整備と一体で無電柱化
の整備を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）

評価軸③-3

項目

主要地方道大館十和田湖線（御成町南地区）電線共同溝整備事業

平成１８年度～令和６年度

社会資本整備総合交付金（道路事業）

　
　～令和4年度
　　 令和5年度
　   令和6年度以降

状況を示す写真や資料等

歩道融雪設備工事（着手前）
歩道融雪設備工事（完了後）

※抜柱は令和７年度以降に施工予定

無電柱化整備箇所（位置図）

大館市－5



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和５年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

進捗状況

状況を示す写真や資料等

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　主要地方道大館停車場線は、市の玄関口である大館駅に近接して、大館市観光交流施設「秋田犬の里」が
整備されたことから、町なみの良好な景観や快適な歩行空間を確保するため、無電柱化の整備を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

　～令和4年度
　令和5年度
　令和6年度以降

上り線431.0m、下り線322.8m電線共同溝本体工事（管路）完了
上り線199.0m、下り線297.0m電線共同溝本体工事（管路）完了
歩道部舗装及び抜柱を推進

無電柱化推進計画事業

評価軸③-4

平成３０年度～令和６年度

主要地方道大館停車場線電線共同溝整備事業

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

電線共同溝本体工事【下り線】
（完了後）

無電柱化整備箇所（位置図）

電線共同溝本体工事【上り線】
（完了後）

大館市－6



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和５年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

　

状況を示す写真や資料等

評価軸③-5
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

　大館城下の町割りが残る市街地には、歴史的建造物が点在し、城下町特有の鈎型や袋小路の道路が入り
組んでいる。城下町を巡るまち歩きをする際の、回遊性の向上を図るため、路面舗装の美装化を行う。また、
街路樹の樹形を整えるとともに、植樹帯の整備を行う。

項目

道路美装化整備事業

平成２９年度～令和８年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）
市単独事業

　上町地区(L=153.4m)、幸町地区(L=76.2m)の道路美装化について、良好な道路空間と景観を確保するため、路面舗装の
美装化を完了した。

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

定性的・定量的評価（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

○道路美装化（上町地区・幸町地区）

上町地区

幸町地区

着 工 前

完 成着 工 前

完 成

大館市－7



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和５年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

定性的・定量的評価（自由記述）

　北側の市街地から大館城を望むと、東の重要文化財八幡神社から西の愛宕神社まで緑の斜面が続き、往時
の面影を偲ぶことができる。引き続き、桜などの樹木を適切に管理し、良好な景観の維持を図る。

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

市単独事業

　令和３年度に策定した桂城公園修景基本計画に基づき、城跡の桜について、老木が
大多数を占めることから、樹種や捕植を含め、樹木医の意見を聞きながら保全に努め
る。

状況を示す写真や資料等

　大館城を囲む堀や土塁のあった場所で地元住民により守られ現在１本だけ残っているヤナギ（蛇柳：ジャヤナギ）につい
て、令和４年度は剪定作業、令和５年度は防護柵を更新した。

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-6
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

大館城跡周辺の土居・緑地保全事業

平成２９年度～令和８年度

○大館城跡周辺の緑地保全

ジャヤナギ周辺の防護柵を更新

掲載紙 ： 北鹿新聞

掲載日 ： 令和５年８月１５日

完 成

着 工 前

大館市－8



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和５年度
現在の状況

■実施済
□実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

大館八幡神社（重要文化財）保存補修事業

平成２９年度～令和６年度

評価軸③-7

状況を示す写真や資料等

　重要文化財の本殿２社を保護する覆屋は、老朽化が進んでいることから、本殿を保全するための対策に取り
組む。
　覆屋の改修にあたっては、できるだけ参拝者が本殿を拝観しやすい構造も考慮しながら、本殿を安全に管理
できるように整備を行う。あわせて重要文化財への延焼を防ぐ防火対策の整備を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　令和５年度は、拝殿の改修（面積 28.55㎡）で、小壁仕上、床改修、耐震補強、建具等の工事を完了した。

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

○八幡神社拝殿改修工事

着工前（外観） 完成後（外観）

着工前（内観） 完成後（内観）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和５年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

評価軸③-8
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

大館神明社保存補修事業

定性的・定量的評価（自由記述）

　大館神明社は、藩政期から町人町の鎮守杜であり、例祭は本市を代表する秋祭りとして受け継がれている。
例祭が執り行われる本殿を含む建造物群の老朽化が進んでいることから、関係者と協議しながら建造物の文
化的価値が失われないように保存補修に取り組む。

平成２９年度～令和５年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）

　令和５年度は、本殿の屋根改修工事、拝殿の改修工事（天井・床）、社殿の電気設備工事を完了した。

進捗状況

状況を示す写真や資料等

○大館神明社改修工事

完成後（屋根改修） 完成後（屋根改修）

○令和６年度実施（予定）

令和6年度
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

平成３０年度～令和８年度

文化遺産総合活用推進事業
市単独事業

　城下町を中心とする市街地には、度重なる大火を免れた歴史的建造物が残っているが、これまで十分な調査
が行われず、詳細な内容が把握されていないため、建築様式などの詳細調査を行う。
　歴史的建造物などの建築工法の調査や修理には、高度な専門知識が必要であるため、ヘリテージマネー
ジャーの育成を目指すとともに、その養成活動に対して支援を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）

評価軸③-9
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史的町なみ調査事業

　平成３０年度にヘリテージマネージャーの資格を修得した会員で構成する「大館歴史的建造物研究会」は、引き続き歴史
的建造物調査やスキルアップ講座などの活動を行った。
　・歴史的建造物詳細調査(2件)、歴史的建造物報告書作成(2件）

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　ヘリテージマネージャーで構成する団体と、歴史的建造物の保全活用や、まちなみ景
観等の推進及びヘリテージマネージャーの養成活動に、引き続き一緒に取り組んでい
く。

状況を示す写真や資料等

○大館歴史的建造物研究会（活動実績）

歴史的建造物詳細調査報告書「小松家住宅」

活動日等 調査等場所 活動内容

1 令和5年10月11日 宮嶋家住宅 歴史的建造物詳細調査

2 令和5年10月23日 小松家住宅 歴史的建造物詳細調査

3 令和5年11月29日 大館市中央公民館
第1回大館歴史的建造物研究会
（調査結果の報告等）
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和５年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

平成３０年度～令和６年度

社会資本整備総合交付金（街なみ環境整備事業）
市単独事業

　大館城下の名残がある町名は現在も数多くあるが、大館城の位置や規模のほか、町名の由来があまり認識
されていないため、ＱＲコード付の町名板の整備を行う。
　まち歩きの回遊性の向上を図るため、形状や意匠を統一する。

定性的・定量的評価（自由記述）

評価軸③-10
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　大館城門跡や歴史的建造物等に設置した標柱を市民や来訪者が楽しんで巡る歴ま
ち散歩ルートを設定する。

項目

大館城下の町名標柱整備事業

　平成２８年度より整備を進めているどこでも博物館（史跡標柱）と連携を図り、大館城下に残る町名や地名１箇所、歴史的
建造物３箇所、名所６箇所に標柱を設置した。

状況を示す写真や資料等

○どこでも博物館（史跡標柱）との連携

①かねてより整備中の「どこでも博物館」の標柱とデザインの統一化
②多言語翻訳（英語、韓国語、中国語（簡体）、中国語（繁体）、タイ語）対応
③ＱＲコードより詳細説明文、多言語翻訳及び写真等の情報を提供
④ＷＥＢ情報を「どこでも博物館」のホームページに掲載

○どこでも博物館ホームページ（一例）

協議

左：QRコード
どこでも博物館の

ホームページとリンク
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和５年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

趣のある風景・建造物ガイドブック作成事業

平成３０年度～令和８年度

市単独事業

　市中心部にある城下町から離れた地域には、本市が誇るべき趣のある田園や山並みの風景、建造物などが
数多く存在する。そこで、その地域における歴史や文化に光をあて、市民と一体となって、地域の魅力を発信で
きるガイドブックを作成する。

項目

定性的・定量的評価（自由記述）

これまで大館のまちなみを多く描いてきた、大館市出身の田村まさよし氏の水彩画の画集が完成し発行された。

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-11
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

市民をはじめ多くの人に、水彩画を通して大館のまちなみに触れてもらい、まちの景観
への想いを醸成する。

状況を示す写真や資料等

○田村まさよし氏 水彩画画集「水彩画でつづる おおだて」
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和５年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-12
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史案内人育成事業

平成２９年度～令和８年度

市単独事業

　市民や来訪者向けに、地域に残る歴史的資源や歴史・文化について語ることができる案内人を育成するた
め、講習会や現地視察などの研修を実施する。

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）

　出前講座や小学生の地域体験学習、高校生の職場体験及び大学生のインターンシップ等の要請にあたり、研修内容に
歴まち散歩を企画し、大館の魅力を伝える大切さをＰＲした。

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

大館南地区行政協力委員会出前講座
（令和５年８月４日）

西館小３年生校外学習
（令和５年１０月４日）

○博物館講座の開催

○出前講座等の開催（大館市の歴史まちづくり）

おおだて博物館講座
（令和６年２月１７日）

大館市－14



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和５年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-13

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

状況を示す写真や資料等

小・中学校社会科副読本作成事業

昭和４３年度～令和８年度

市単独事業

　未来の大館市民を育成する「ふるさとキャリア教育」の一環として、小中学校の児童生徒が本市の歴史や暮
らしについて、より理解を深めることができる分かりやすい社会科副読本を作成する。

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

　中学校の社会科副読本「わが郷土大館市」は令和4年4月に全面改訂、小学校の社会科副読本「わたしたちの大館市」は
令和3年4月に全面改訂、令和5年度の改定は無かった。

定性的・定量的評価（自由記述）

※参考 社会科副読本と併せて活用できる「ふるさと大館名所手帳」
大館市の小中学生に中学校を卒業するまでの間に市内の主な名所を訪れ、
ふるさとの歴史や文化に親しんでもらえるようにとの願いで作成された
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和５年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

文化遺産総合活用推進事業・地域文化財総合活用推進事業
伝統文化親子教室事業（地域展開型・教室実施型）
市単独事業

評価軸③-14
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

無形民俗文化財・郷土芸能活動調査支援事業

昭和５９年度～令和８年度

　市内には、詳細な調査や研究がなされていない郷土芸能が数多く残っている。無形民俗文化財の保護活動
を継続している団体や大館市郷土芸能保存協会と課題を共有し、活動を継続するために必要な支援を行う。ま
た、次代を担う子どもたちへ、郷土芸能や生活文化などを体験できる機会を提供する。

定性的・定量的評価（自由記述）

　民間４団体から構成する「大館市文化遺産活用まちづくり実行委員会」の大館神明社例祭余興奉納実行委員会は、令和
４年度に作成した大館神明社例祭余興奉納行事ＰＲ動画及び、教則映像を活用しし、次世代を担う子どもたちに継承する
ため市内の小中学校で講習会を実施した。

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　平成３０年度～令和４年度（５か年）の取り組みについて、評価を行うとともに成果等を
広く周知する。また、参加団体の募集を継続する。

状況を示す写真や資料等

○地域文化財総合活用推進事業（令和５年度活動実績）

大館ばやし保存会講習会
（北鹿新聞 令5年9月8日）

団体名 活動事業名 事業区分 令和５年度活動実績

大館・北秋田建築士会
ヘリテージマネージャー育成
（人材育成）

人材育成 スキルアップ講座講座

大館神明社例祭余興奉納行事
実行委員会

大館神明社例祭PR 後継者養成
大館神明社例祭のPR及び講習会の
開催

大館ばやし保存会
大館囃子講習会開催
（後継者養成）

後継者養成 講習会の開催
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和５年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

定性的・定量的評価（自由記述）

　令和５年度地域応援プランにおいて、採択された２団体のまちづくりや地域活性化に取り組む活動に対して支援を行っ
た。

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-15
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

地域づくり協働推進支援事業（愛称：地域応援プラン）

平成２２年度～令和６年度

状況を示す写真や資料等

市単独事業

　地域住民の「地域をもっと良くしよう」「住みやすい地域にしよう」という熱意のもとに、まちづくりや地域活性化
に取り組む活動に対して支援を行う。

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

水車・小屋・通路設置
（駒橋会）

あじさい苗の植樹
（上代野町内会）

○地域応援プラン取り組み活動（令和５年度実績）

項目 地域 地区 団体名 活動テーマ

ステップ
アップ

大館 長木 上代野町内会
旧岱野駅周辺整備・環境美化による、ドーム周辺緑地、樹海公園、桜並木等と一体
となった名所の創造。（「あじさいレールロード10年プラン」）

活動支援 比内 東館 駒橋会（２年目）
湧水の再生を核としたビオトープの整備と、地域の親水・憩いの場の創出による地域
活性化
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和５年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-16
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

天然記念物（秋田犬）の保存及び育成支援事業

昭和５４年度～令和８年度

市単独事業

　天然記念物秋田犬は、秋田犬保存会により保護や繁殖、普及活動が行われている。大館城本丸跡の桂城公
園で開催している全国規模の本部展覧会には、市民や全国・海外から愛犬家が訪れる。近年、登録されている
秋田犬の減少や保存会の会員減少が課題となっていることから、その解決に向け取り組みを行う。

定性的・定量的評価（自由記述）

　秋田犬保存会県北支部の第88回展覧会が令和5年11月3日に大館市観光交流施設秋田犬の里で開かれた。
　観光客が見守る中、23匹の秋田犬が姿を披露した。

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　大館城本丸跡の修景整備にあたり、歴史ある秋田犬本部展覧会に相応しい舞台とな
るよう秋田犬保存会と意見交換を重ねる。

状況を示す写真や資料等

秋田犬博物室の観覧者数の推移

秋田犬保存会会員数の推移

秋田犬犬籍登録数の推移

○課題となっている秋田犬保存会員数や犬籍登録数の推移

掲載紙 ： 北鹿新聞

掲載日 ： 令和５年１１月４日
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進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和５年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

市単独事業

　伝統的工芸品の大館曲げわっぱの製造における基本的な技術は、伝統工芸士が受け継いでいる。大館曲げ
わっぱ協同組合と連携を図り、曲げわっぱの製作体験ができる工房の運営や、伝統工芸の継承活動、商品の
販路拡大の支援を行う。また、原材料である天然秋田杉の供給が難しい現状を受け、代替となる原材料の安
定的な供給が課題であるため、適材木の研究を推進する。

定性的・定量的評価（自由記述）

　令和５年度に新たな「大館市森林整備計画書」が樹立されました。この計画の重要政策である市産材活用推進のための
木材安定供給体制の構築において、木材利用推進にかかる取り組みの一つである「大館曲げわっぱ150年の森育成事
業」を今年度も開催しました。参加した小学生が下刈り体験と森林教室を通じて、地元の伝統文化と木を育てることの大切
さについて理解を深めてもらう良い機会となった。

進捗状況

伝統的工芸品（大館曲げわっぱ）活動支援事業

平成２１年度～令和８年度

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　今後も本事業を継続し、「大館曲げわっぱ」を次の世代に引き継いでいく

評価軸③-17
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

○大館市森林整備計画書

「下刈り体験学習」

令和５年７月１９日

この事業は天然秋田杉人工材の育成を行い、大館市が誇る伝統工芸品「大館曲げわっぱ」を次世代へ継承していくとともに、

ふるさとキャリア教育の一環として小学生が植栽や除間伐などの体験を通して、地元の伝統文化と森林環境保全・保護を

大切に思う心を育むことを目的としている。

○大館曲げわっぱ150年の森育成事業

「大館曲げわっぱ150年の森」
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和５年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

・市内の文化財の状況を把握するため、大館市文化財保護審議会で市内の文化財を視察した。
・大館囃子など無形民俗文化財については、過年度に作成したDVDを活用して次世代へ伝承した。
　独鈷囃子については東館小学校と連携して伝承に取り組み、運動会でも披露された。

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

・無形文化財を伝承していくためには後継者の育成が必要であるが、少子化により後継
者不足が懸念されている。それだけに、多くの市民の理解や応援が必要であり、文化
財保存の機運の醸成を継続する必要がある。

状況を示す写真や資料等

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の保存・活用と今後の方針・計画など

　これまでの調査研究を生かしつつ、現状と実態の把握に努め、収集した情報をデータベース化する。文化財
指定がふさわしいと判断されたものについては、市の指定に向けて取り組む。歴史的建造物は、以前に行われ
た調査の結果を活用し、詳細な調査を行う。無形民俗文化財については、次世代に伝えるための調査・記録保
存を継続する。

定性的・定量的評価（自由記述）

○無形文化財の伝承

市指定文化財「独鈷囃子」の伝承の様子

（東館小学校提供）

市指定文化財「大館囃子」の伝承の様子

（大館神明社例祭余興奉納実行委員会提供）
神明社祭典における「大館囃子」の様子

（大館神明社例祭余興奉納実行委員会提供）

市指定文化財「代野番楽」の様子

（代野番楽保存会提供）
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和５年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

・鳥潟会館土間の屋根から雨漏りがあったため応急処置を施した。
・重要文化財八幡神社ならびに国登録有形文化財桜櫓館において、文化財防火デーに消防訓練を行った。また鳥潟会館
と大館郷土博物館では、いざというときに迅速な対応ができるように各施設でそれぞれ2回消防訓練を実施した。

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

・各文化財施設はシフト勤務体制をとっており、かつ１人勤務であることが多い。いざと
いうときに人少人数で対応せざるを得ないこともあり、適切に対応できるように訓練を継
続する必要がある。

状況を示す写真や資料等

評価軸④-2
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の修理事業、文化財の周辺環境保全事業、防災に関する取り組みなど

　文化財の修理にあたっては、法令等に基づき、また文化庁等の関係機関の指導を受けつつ整備を行う。ま
た、修理事業等の支援や各種財団等の補助制度の活用について助言を行う。文化財の周辺環境については、
周辺の環境と調和のとれたものとする。防災については、防災教育、訓練に取り組む必要があるため、文化財
防火デーの取り組みにより、防火意識を高める。

定性的・定量的評価（自由記述）

秋田県指定文化財 鳥潟会館
（令和６年３月２９日）

○鳥潟会館屋根の応急処置

○鳥潟会館消防訓練

屋根応急処置
（令和６年１月１９日完了）
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進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和５年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

・大館郷土博物館の企画事業等を６回開催した。（2,393人）
・出前講座や講演会をを１１件開催した。（729人）
・おおだて博物館講座を開催した。（20人）
・長走風穴と鳥潟会館で文化財を巡るガイドウォークを開催した。（20人）
・旧庁舎解体に係る大館城跡発掘調査について、平成28年から７次にわたる調査が7月末で完了した。
  また各種開発に対する本発掘調査及び試掘・確認調査（計13箇所）を実施した。

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

・市内の文化財関係施設ではクマの出没が相次いでおり、一部区画の立ち入り規制を
実施した。見学者の安全を図りながら、工夫して普及・啓発に努める必要がある。
・市内には、未発見の埋蔵文化財包蔵地がまだ多く存在する可能性があり、各種開発
に対応するためにも、踏査や試掘などにより、さらなる埋蔵文化財包蔵地の分布の把
握に努めていく必要がある。

評価軸④-3
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財の普及・啓発に関する取り組み、埋蔵文化財の取り扱いに関する取り組みなど

　文化財関係施設では、定期的なガイドツアーなどを行い、文化財への理解を深める機会を提供している。こ
れまでの活動とあわせて、歴史案内人の育成や、講演会・シンポジウムを開催し、文化財の保護と活用の意識
を高めるための事業に取り組む。また、埋蔵文化財包蔵地については、秋田県教育委員会の指導を仰ぎなが
ら、開発に係る事業者などと十分な協議のうえ、その保存を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）

○大館郷土博物館（企画事業）

鳥潟会館ガイドウオーク
令和５年１１月３日

期間 入館者数
（人）

1 大館佐竹家資料お披露目展 5/3〜5/21 183

2 昭和・平成ロマン派 油絵から陶芸まで展 7/22〜8/27 524

3 秋季企画展 大館の縄文土器 8/31〜11/5 476

4 無料開放デー（文化の日） 11/3 49

5 おひなさま展 2/9〜3/20 958

6 おひなさま茶会 3/3 203

2,393

NO 事業名

計
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進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和５年度

評価軸⑤-1
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

“歴まち推進へ連携 大館で会議 東北の認定都市一堂に” 令和5年10月17日 　北鹿新聞

“歴まちフォーラム 誇りあるまちづくりを” 令和5年11月5日 　北鹿新聞

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）

　「東北歴史まちづくり推進会議」を当市で開催、情報・意見交換をするとともに施策推進への連携を深める確認ができた。
　また「大館歴史まちづくり2023シビックプライドフォーラム」では、歴史を引き継ぎ未来を拓くためのまちづくりをどう進める
かについて意見交換を行った。
この報道を通じて歴史まちづくりに関する問い合わせが多数あった。

進捗状況 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

“歴まち推進へ連携 東北の認定都市一堂に”
（令和５年１０月１７日 北鹿新聞）

○歴史まちづくりに関連した報道記事（北鹿新聞）

・令和５年０４月１４日 桜櫓館『県外来館者が倍増』
・令和５年０４月１９日 大館城跡発掘調査『歴史や暮らしに迫る』
・令和５年０５月０９日 大館と渋谷犬『ハチ公でつなぐ交流』
・令和５年０５月２５日 桂城公園の再生へ『来年もきれいな花を』
・令和５年０６月 ９日 大館初代城代 小場義成『神田橋普請で秀忠・家光に対面』
・令和５年０６月２０日 大館市景観計画『24年度策定へ』
・令和５年０７月１２日 どこでも博物館『地域の魅力や価値伝え8年目』
・令和５年０７月３０日 伝統芸能継承へ『新会長は若手20代』
・令和５年０８月 ２日 大館城跡発掘調査『遺構から重臣宅と推定』
・令和５年０８月１５日 歴まちで景観改善『「蛇柳」守る柵一新』
・令和５年０９月１０日 大館神明社『秋田犬の切り絵御朱印』競演に拍手と歓声
・令和５年 ９月１２日 大館神明社祭典『盛り上がり取り戻す』
・令和５年１０月１７日 歴まち推進へ連携『大館で会議 東北の認定都市一堂に』
・令和５年１１月 ５日 歴まちフォーラム『誇りあるまちづくりを』
・令和５年１１月１２日 ハチ公『大館で100歳の生誕祭』
・令和５年１２月 ４日 桜櫓館『県外、海外の来館増える』
・令和５年１２月１０日 大館八幡神社『社殿工事が終了「歴史的風致」維持へ』
・令和６年 １月２０日 秋田犬会館『観覧者4年ぶり1万人超』
・令和６年 １月２５日 秋田犬の里『来館好調15万人超』
・令和６年 ３月１３日 桜櫓館『民間の工夫で集客を』

“歴まちフォーラム 誇りあるまちづくりを”
（令和５年１１月５日 北鹿新聞）
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進捗評価シート （様式１-６）

評価対象年度 令和５年度

計画に記載
している内容

評価軸⑥-1
その他（効果等）

項目

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

状況を示す写真や資料等

HACHI100プロジェクトについて

　歴史的風致の維持及び向上する取り組みは、歴史や文化を活かした活力あるまちづくりにつながり、歴史的
風致の価値が高まるとともに、地域活性化や交流人口の拡大が期待できる。

定性的・定量的評価（自由記述）

　ハチ公生誕100年を祝う「HACHI100プロジェクト」が始動し、様々なイベントが開催されました。
　ハチ公の縁で繋がった大館市と渋谷区により、ハチ公を通じた縁を国内外に広げるきっかけとなった。

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

○2023年に開催した主要イベント

・8月5日(土)～6日(日) ハチ公生誕100年フェステバルin渋谷 会場：渋谷キャスト（東京都渋谷区）

・8月11日(金) 大館うたの日 会場：ニプロハチ公ドーム（秋田県大館市）

・11月11日(土)～12日(日) ハチ公生誕100年フェステバルin大館 会場：ニプロハチ公ドーム（秋田県大館市）

ハチ公生誕１００年フェステバルin渋谷

ハチ公生誕１００年フェステバルin大館

大館うたの日
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令和５年度
・法定協議会等におけるコメント

（今後の対応方針）

○大館城本丸跡の桂城公園について、城址公園にふさわしい景観形成を目指し、修景整備を
　 進める。

○景観計画策定にあたり、各地域の魅力の個性化が実現できるよう意見交換会やワークショッ
   プを重ね、また関係部署と横断的に取り組んでいく。

（コメントの概要）

②景観計画の策定状況について

○大館では歴史まちづくりを先に推進し、その後で景観法の策定に取り組んでいるため、
　 いい意味で一周遅れのトップランナーではないが、規制するだけでなく、作り返していく
　 ことが大事になる。

○北国の特徴である「雪と景観」を絡めた景観計画であってほしい。

○来訪者から見た「大館の景観」への視点も反映してみてはどうか。

コメントが出された会議等の名称　：　大館市歴史的風致維持向上協議会（第11回）

法定協議会等におけるコメント　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　（様式２）

評価対象年度

会議等の開催日時　：　令和6年3月22日(金)　午前10時30分～午後12時00分
　　　　　　　　　　　　　　　①歴史まちづくりの取り組み状況について（令和5年度）
　　　　　　　　　　　　　　　②景観計画の策定状況について
　　　　　　　　　　　　　　　③共同研究の成果について
　　　　　　　　　　　　　　　④鳥潟会館庭園の名勝指定に向けた取り組みについて
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